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講演

2008年5月15日(木)・第11回通常総会特別論:演(東京 ・虎ノ門パストラル)

講師 ・演題

小宮山 宏: r課題先進国J日本

社団法人

日本工学ア力デミー
THE ENGINEERING ACADEMY OF JAPAN 



日本工学アカデミーの使命

社団法人日本工学アカデミーは、広く学界、産業界及び国の機関等において、工学及び科学

技術並びにこれらと密接に関連する分野に関し、顕著な貢献をなし、広範な識見を有する指導

的人材によって構成されており、工学及び科学技術全般の進歩及びこれらと社会との関係の維

持向上を図るため、下記の諸活動を通じて、我が国ひいては世界の発展に資することを目的と

する。

記

1 )国内外の工学・科学技術政策、教育等に関する調査研究、提言活動を積極的に行う。

2)国内外における学際・業際的及び新技術領域の活動を推進することに資する調査研究等の

諸活動を積極的に行う。

3 )国内外の工学、科学技術の健全な進歩発展に寄与するための教育活動、及び一般に対する

普及、啓発活動を推進する。

4)上記の諸活動を効果的に実施するため、国内外の諸団体、特に海外の工学アカデミーとの

連携を強化し、共同事業等を推進する。

5 )上記の一環として国際工学アカデミ一連合の主要メンバーの一員として、特に近隣諸国に

おける工学アカデミーの設立に対して、良きアドバイザーとしての責務を果たす。

2000年7月19日理事会

へ
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f課題先進国j 日本

196711' 米京大学工学部化学工学科~:業

1988"ド 米京大学工学部教授

1995"1: -*京大学大学院工学系研究科教授

2000イF 京広大学大学院工学系研究科長・工学部長

2003"1~ -*京大学副学長

2004"1: I司、工大学法人東京大学理事

~tポ大学i，ilJ学長兼務

点j;(大学大学院工学研究科教授兼務

2005"ド 1f.1立大学法人東京大学総長

小 宮 山 宏 (こみやまひろし)

司会者(山田専務理事)東京大学の小1削Li総長が、

到着されました。先生に資料をごJl1'!J:いただきま

したので、事務局が配っております。皆棋のお手

元に行き波るまで先生にも一息入れていただき、

その時1111を利用しまして、いまさら小宮山先生の

ご紹介をするのも必要ないことと存じますけれど

も、型どおりということでご紹介させていただき

ます。

先生は1972年に東京大学の大学院工学系研究

科化学工学専門諜程博士諜程を修了され、 1988

年に東京大学の工学部教授に就任されました。そ

の後、ちょうど2000年に工学部長、2003:'1::に副

学長になられて、ご承知のとおり 2005年4)-Jに第

28代東京大学総長にご就任されました。

ご専門は化学システム工学、地球環境工学、 機

能性材料工学:等々 と、たいへん幅広いご活腕をさ

れていらっしゃいます。東京大学総長にご就任さ

れて以降、東京大学アクション・プランというこ

とでたいへん精力的に大学改革にご活躍されてい

らっしゃいまして、皆様もよくご存じのとおりで

ございます。

それから申すまでもございませんが、「地球持

続の技術Jあるいは「知識の構造化」というよう
な、たいへんすばらしい著書をたくさんお初:きに

なっていらっしゃいます。H下年の九月には ir説:

!出先進国』日本Jというご木を出版されまして、
今日はその内容について詳しくお話しいただける

のではないかと思います。私ども日本工学:アカデ

ミーは将来何をすべきか、そういったこ とに対し

でも示唆に富むお話ではないかと、たいへん期待

しております。

お手元に資料は渡りましたでしょうか。ご覧い

ただきながらお話を伺いたいと思し、ます。それで、

は、小宮山先生、よろしくお願いいたします。

小宮山宏講師 ご紹介いただきましてありがとう

ございます。小宮山でございます。

めくりには ir課題先進国』日本と工学の役割」
と古いてありますが、「工学、工学Jとあまりに
いうとだいたい嫌われるものですから、資料にも

ir課題先進国j日本」としか告:いてありません。
rl'身をみていただければ、いかにも工学から発想、

している、 一言でいうと 「要素とシステムJとい

うことなのです。そういう立l床で、話をずっと|剖

いていっていただくと、工学ということについて、

先生方にはそのまま受け入れていただけるのでは

ないかと思います。

(スライ ドl、2次頁)ir謀組先進国j日本Jと
巾します意味は、いまの日本にはさまざまな課題

があって、これらの課題というのは世界の先進的

な課題である。したがって、明治維新以降やって
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スライド1

5本ヱ学アカデミー遜常総会特別講演 ;r_lI!J波大学
E 剛山rn.T.... 

「課題先進国J日本

東京大学総長小宮山宏

2008.5.15 

スライド2

背景1 「課題先進国J日本
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きた、モデルをみていいモデルを取り入れていく

というスタイルでは、もう対応ができない。しか
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各国の国内総生産

(世界シェアー2004年)
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し逆に、自分たちの課題を解決していくことによ

って世界に新しいモデルを提案できる。そういう

意味で、本当の先進国の|時代に入ったのだという

ことなのです。

たとえば多くの問題は、国土がひじように狭く

て天然資源がないことと、そこに世界で10帯目

に多いI佑3，000万人という人口を抱えていて、わ

れわれの生活レベルがひじように高いことから生

じています。しかしよく考えてみると、 |則もなく

BRICsが先進国になると、 地球上がまさに、資源

のない狭いところに多くの人々がレベルの高い生

活を営んでいるという、いまの日本の状況になる。

したがって日本が自分たちの課題をいま解くこと

が世界への貢献であるし、それが日本の国際競争

力の根本的な源泉であろうということがいえま

す。

日本は囲内のGDPが世界第2位で、これはご案

内のとおり、貿易国家とはいうものの貿易の割合

は10%です。世界第2位のGDPという ことは、 世

界第2位のマーケットでもあるということで、 巨

大な固なわけです。

(スライド3)一方で、新聞では、日本は二酸化炭

素の排出大国ということをいわれますが、 笑|捺の

数値は4.7%なのです。アメリカなどをみてみれ

ばGDPの大きさとだいたい比例しているわけで

すが、日本はそれと比べるとGDPが11.1%でC02

スライド3

各国の二酸化炭素排出量

(世界シェアー2004年)
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スライド4

セメント生産のエネルギー消費
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排出量が4.7%ですから、 C02排出量がひじよう

に少なく、エネルギー効率が高いわけです。中国

をみてみると、逆ですね。 4.6%のGDPで17%の

C02排出量で、すから、ひじようにエネルギー効率

が悪いといえます。

鉄、化学、セメントといったエネルギー多消費

型の素材づくりと、人聞が使っている自動車とか

家電といった2つに分けて、まず生産の方のエネ

ルギー消費をみてみましょう。

(スライド4)鉄で画いてみてもいろいろなもの

で画いてみても、エネルギー消費はだいたいこの

図の推移と同じようになるわけですけれども、

1960-1970年からエネルギー効率が急激に上が

っております。セメントですと、現在は昔のエネ

ルギー消費のだ、いたい半分になっています。湿式

法が乾式法になって、サスペンションヒーターと

いうエコノマイザーがついて、ニューサスペンシ

ョンヒーターがついて、日本で稼働しているプロ

セスは100%ニューサスペンションで動いてい

て、もちろん世界で一番効率が高いわけです。こ

のデータのおもしろいのは、ほかの国がどの辺に

あるのかが書いてあるところです。アメリカがこ

んなところにいて、日本の1.8倍です。そろそろ

湿式法がなくなったというようなことを聞いてお

ります。

中国の生産は、たぶんここらあたり(日本の1.5

1990 

倍)だと思うのです。中国はものすごく新しいプ

ラントも少し入っているのですけれども、多くの

生産が小型の古いもので行われております。いま

世界のセメントの45%が中国で生産されており

ますので、先ほどのGDPとC02排出量のグラフ

で中国をみると、中国に最先端のセメントプロセ

スを入れてもらうことが、地球にとっていかに重

要かがわかります。これはまさに技術の問題なわ

けで、アメリカも同じです。

(スライド5次頁)一方で人間の生活にもっと近

いところでみてみると、自動車が一番わかりやす

い例ですが、自動車は地面とタイヤとの摩擦に逆

らって仕事をしますので、横軸に車体の重量をと

って縦軸に燃料消費量をとると、理論的に直線に

乗ります。トヨタのカタログなどは、燃費をとる

から逆数になる。直線が美しいということで、こ

のほうが美しいわけです(笑い)。

これはカタログから無作為にプロットしており

ますが、米欧の車と日本の車は明確に分かれます。

同じ重さの車でも、燃料消費量は20%も違うわ

けです。ハイブリッドになると、さらにその半分

になります。私は去年の3月にマーク Eからプリ

ウスに乗りかえましたけれども、マーク Eのとき

にはリッター7キロでした。プリウスはメーター

に出るのでおもしろいのですけれども、リッター

21.5キロですので3倍の効率になっています。車
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に乗る全員が私と同じピヘイピアをとる と、世界

のガソ リンの消費は3分のlになるということで

す。これは日本の技術が高いということと、技術

というのはものすごく大きいということを示して

います。

いわゆる普通の、技術屋ではない方は、省エネ

というと 「電気を消そう、暖房温度を下げよう」

ですよね。しかし私たちが省エネというと、まず

技術を顕に描く。節約で、もっていける部分という

のは、たぶん20%なのです。いろいろな実験を

するとだいたいそうなのですが、街や何かで実験

したりして一生懸命やっていると、それで20%

ぐらい減ったと出ます。けれども技術という のは

そうではなく、半分になる、 3分のlになるとい

う大きな効果があるからこそ、やはり技術なので

す。今日は、 気持ちよく「技術、技術Jといわせ
てもらいましょう (笑い)。

(スライド6)これは屯力会社のホームページか

らと っている図で、火力発電所の1キロワ ットア

ワー当たりに発生する硫黄のグラム数を とったも

スライド6

東京1ftカホームページより作成
hllp:llwww.tepco.co.jp/csr/roporVdownload/2006/015・j.pdf)
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のですが、ともかく圧倒的に日本は少ない。

私は1990年代前半に世界の脱硫プラントを調

べたことがあるのですけれども、当時世界で

4.000台の脱硫プラントが動いていたのですが、

その8割の3.200台が日本で動いていた。つまり

5%しかエネルギーを使っていない国が、 8剖の

脱硫プラントを動かしていたということです。極

論すると、当時H見硫をやっていたのは日本しかな

かったといっていいぐらいの状況だ‘ったわけで、す。

ところがこういうことが、世間ではほとんどい

われない。いわないのがなぜ思いかというと、若

い人がものすごくH音いことにつながっていると思

うのです。高校生を対象にしたインターネット上

の講義があるのですけれども、今年も第1回目を

私がやらされました。講義は1時間ぐらいやった

のですが、その後に1時間半ほど質問を受けたの

です。三十数校の高校生たちがネットの向こう側

にいるのですが、彼らの質問の前提が「日本は環

境を汚した惑い国Ji I~I 然エネルギーを取り入れ

ない惑い園、後れた回」という認識です。「 ドイ

ツはものすごく進んでいる固なので、学ばなけれ

ばいけないjなどという話しかしない。これはや

はり、われわれの責任だ‘と思うのです。われわれ

がいかに一生懸命やってきたかを、ちゃんと伝え

ないといけません。あれだけ若い人がH音いと、教

育といったって何といったって、私は成り立たな

いと思います。ぜひ若い人には、こういういい話

を伝えていきたいと思っています。

ただ、なぜあれだけのことをやったかというと、

諜題があったからだと私はいいたいのです。企業

はモラルでやったのではなく、諜題があったから

こそこういう経験をしたわけで、す。

(スライド7)これは北九州の事例で、すけれども、

モクモクと煙が出ていて空が曇っているのは、日

本の成長の証なのだということが、私の小学校の

社会科の教科古:に明確に:出:いてありました。しか

し日本は人口密度の高い国ですから、この空の下

に人が住んで、いるのですよね。広いところであれ

ば遠くに工場をつくっておくことができますが、

われわれはこの下に住んで‘いたのです。これは洞

海湾ですけれども、同じ場所がいまはここまで回

復し、洞海湾もきわめてきれいな海になっている。

このようなことが、日本中で起こったわけです。

(スライド8次頁)四日市もひどい目に遭いまし

たが、いまはこのようになってきています。

(スライド9次頁)11百和42年というのは、私が大

学を卒業したときです。これが当時の附田川の状

況でしたが、いまは屋形船でてんぷらを揚げて、

一杯飲めるようにまで回復しました。このころは

もう臭くてどうしようもない時代でしたが、すで

にシラウオも戻って10年ぐらいたつのではない

でしょうか。ここまでがんばってやったのです。

スライド7

北九州市の公害克服
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四日市市の公害克服
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(スライド10)これは党えておられるでしょうか。

名古屋市の藤前干潟を焼却残笹の埋立場に使おう

という話が出て、これに市民が大反対した。名古

屋市はどうしたかというと、ごみを減祉しようと

いう方向にいったわけです。ごみがずっと増えて

いくだろうというので、ごみの16種類の分別に

市民が協力した。 いまでは逆に、ごみが7~1J まで

も減ってきているのです。

それより大きいのは、分別したから焼却残底が

ないということです。焼却残法が10分の1に減っ

6 

現在

附n，li公η¥'iHtfi(l11'カ・"J

スライド9

現在の隅田川

~(J;OI!~;舶をj内

Intp:γ刷、町内品川川刷。!¥¥'lull，'1叩 .hlm

た。最新鋭の大きな焼却炉を2台つくっているの

ですが、ごみが減ったことでそのうちl台がいま

は動かさなくてもよくなり、焼却残i査が10分のl

に減ったから埋立場も必要がなくなってしまった

わけです。

(スライ ド11)いままでだ‘って、 課題はあったの

です。エネルギーが日本は輸入国で値段が向いか

ら、エネルギー効率をよくするというのが経済合

理性に合ってお り、 それを解決する力があったわ

けです。それだから藤前干潟の環境の問題にして



スライド10

名古屋市藤前干潟の保全
(ごみ非常事態宣言
20世紀中に20%、20万トンのごみ減益等→埋立孟の減少

>;.帰依(JI1・R

スライ ド11 展していきました。要するに、いま日本は本当に

課題先進国「日本J

資源が乏しく、人口密度の高い産業先進国

21世紀地球の未来像

モデルが成功すればヂファクトとなる

世界に導入される

も、税題を克服するた.けの実力を示してきた。だ

から、いまわれわれに多くの訪日起が残っていると

いうことは、逆にチャンスである。というのは、

BRICsあたりが先進国になるのはおそらく 30年

かからないかもしれませんが、そのころには円本

は確実に21世紀の地球の未来像になるからです。

かつてフランスは、自由と民主のためにフランス

革命をやった。あれは自分たちの111]題を解決する

ためにやったわけで、すけれども、ある種のft四!性

があったので、世界に発展した。すべてそうです

よね。 ドイツは化学産業をつくり、イギリスは椛

利の章典を定め、アメ リカは20世紀をさまざま

な而で牢引した。それはもともとは自分たちのた

めにやったわけですけれども、それらは世界に発

世界の トップにいて、それだけの実航も過去にあ

るのだということをいいたいのです。

スライド12

背景2:知識の爆発的増大

(スライ ド12)そういうときに、モデルを導入し

てくることと、自分たちで新しいモデルをつくっ

ていくことの!日jには、ものすごく大きなギャ ップ

がありますよね。おそらく 、いまそこで苦しんで

いるのだろうと思います。

もう 1つの、課題先進国になったとき、いまは

どういう世界の状況にあるかをみてみたいと思い

ます。

(スライド13:b¥頁)1つは、われわれは20世紀の

膨大な膨張の結果を得ています。世界の人口が

EA] Information No.139/2009年2月 7



スライド13

世界人口 三大穀物生産
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スライド14

光合成に関する知識

2000 1900 

太陽光

0， 

っても企業にとってもおそらくそうなのだけれど

も、知識の爆発が起こったということだと思います。

(スライド14)この光合成のケミス トリーをみて

みますと、 1900年にはこれがすべての知識だっ

たのです。そういう立味でいうと、ある種、楽な

|時代でもあったわけですけれども、それが2000

年までにこんなに増えている。見にくいかもしれ

ませんが、ここにはこのケミストリ ーの中身が告:

いてあり、よくみると CO~， H20とEli-いてあって、

これがいわゆるカルピンサイクルというものです。

3.5倍、穀物の生産が8倍ぐらい、鉱業生産はだい

たい鉄で代表できるわけですけれども、 20倍ぐ

らいに増えているのです。エネルギー消費も、そ

れに応じて20倍ぐらいになっています。これは

皆さんよくご存じのとおりで、そういう膨張の結

果、二酸化炭素問題だとか、要するに人IIUの活動

に対して地球が小さくなったということです。そ

ういう資源問題、環境問題が生じたということが

よくいわれる、みんなが知っていることです。

ところがもう 1つ大事なのは、これは大学にと

8 



触媒となる酵素も示してあります。これは

2000年の知識ですが、いまはこの醇.素がどんど

んゲノムと対応されてきています。たとえば、こ

れはカルシウムチャネルとかイオンチャネルとい

うものですけれども、この状況では棒で古:いてあ

りますが、ここがいまではたんぱく質の分子レベ

ルでわかってきています。すでに光合成のケミス

トリーのまIH哉はこ~1.の 101音ぐらいに増えてきて

いるわけで、 1900年の時の1.0001古ぐらいに増え

たのでしょうね。

人口が3.5倍というのも比ではなく、昔は風車

でゴットンゴットンと動力をとっていましたが、

原子力発電所で‘は部品の数だけで、も300万などと

いいますよね。ですからlつの領域の知識が、 20

世紀の問に1.000佑-といったところで増えたのだ

ろうと思います。知識というか、ここらあたりの

議論が始まるとたいへんですけどね。

スライド15

科学の細分化

1900 2000 

(スライド15)知識が増えたことは人間にとって

当然いいことなわけで、すけれども、科学の訓11分化

という問題が起こった。昔の先生たちと話すと、

とても困ることがときどき起こるのです。夜、は、

昔はこういう状況だ‘ったのだと思います。つまり

科学というものがあって、法律というようなもの

があって、だから科学の先生と法律の先生が話を

すれば、お互いがある程度わかり合えた。だけれ

どもいまは、化学、有機化学、有機化学の中の銑

体有機化学か何かで、その錯体有機化学をテレフ

タール酸の合成にアプリケーションする化学と

か、さっきの1.000倍とか1万倍にふえた知識に応

じて、領域が細分化されている。学術会議に受録

されている学会の数が、1.000を超えましたよね。

これは80ぐらいしか古:いていないですが、学会

の数だけでもこれの十数倍あるという状況に来て

いるわけで、す。

スライド16

全体像の喪失

Peters & Ceciの再投稿実験 D. P. Pclers and S. J. Ccci. 
Behav. Braln Sc;. (1982) 

12論文(著名な雑誌に掲載された論文)

3/38編集者・査読委員

9論文
3論文(再投稿)

1論文(再採択)

(スライ ド16)全体像を個人が喪失したという意

識はみんなだいぶ前から感じておりまして、これ

はlBehavioraland Brain ScienceJという行動

心理学の トップジャーナルに1982年に出た実験

で、 iNatureJとか著名な雑誌を選んで、そこに

3年以内に山た12種類の論文をそのジャーナルに

再投稿するという危険な実験をした人がいるわけ

です。その結果、立派な雑誌だから、 1つの論文

をそれぞれ編集者、査読委員の3人はみたわけで

す。そのうち、再投稿だということに3人しか気

づかなかった。35人は知らずに査読をしたとい

う状況です。

これはやはり、この先生はこの分野での専門家

であり、それはたぶん正しいのだけれども、その

先生がカバーしている領域というのは、周りで思

っているより狭いという ことです。これは1982

年ですから、それから25年たっている状況です。

そういう状況を踏まえた上で、いかにして全体像

を共有するか、そのためのことを考えないといけ

ないと思います。

(スライド17次頁)つまり20世紀というのは膨

張の世紀で、よくいわれるけれども、もう 1つは

全体像がみえなくなったという状況です。どうや

って社会の新しいモデルをっくり、プラントの設

EA] Information No.139/2009年2月 9



スライド17

20世紀は膨張の世紀

物質生産の膨張

環境・資源問題

知識の膨張

全体像が見えなくなった

計もそうですが、いかに全体像を共有して前に進

んでいくかということが必要だと思います。

てやっていくべきことだろうと思います。

スライド19

東京大学組織の細分化

1900 2008 

(スライド19汰学の組織というのもたいへんで、

スライド18 1900年にはこれだけだったのです。ここのとこ

解としての「知の構造化j

ろにそれぞれ教授会があって、総長のいうことな

ど聞かない。だから大学の先生というのは、たい

へんなのだろうと思います。

ところが、いまの東京大学の構造というのはそ

んなものではない。これだけ教授会があるという

すさまじい状態で、しかし先ほどの絵をみていた

だくと、ここに戻せということではないですよね。

宇宙線研はもともと理学部から出たのだから、理

学部に入れればいいではないかといったって、そ

れではノーベル賞をとれないのです。やはり海洋

研があるからマッコウクジラが1，500メートルま

局当

(スライi'<"18)私は「解としての『知の構造化jJ でなぜ潜るかとか、ダイオウイカを食いに行くら へ
ということをいって、ずっとやってきております。

いま、知の構造化センターというのを東京大学に

っくりまして、ちょうどおいでになる松本前工学

系研究科長(副学長)がセンター長です。総長の仕

事というのはほとんどおもしろくないのですけれ

ども、ときどきおもしろい話も聞かせてもらえま

す。昨日は知の構造化センターの5人、准教授を

ヘッドに助教の人たち、 ドクターをとったばかり

の若い研究員の人たちが、知の構造化センターで

何をやるか、カルテの電子化で医療を支援するシ

ステムだとか、ウェプでどうするかという話を聞

かせてくれました。本当に楽しかったのですが、

そういう知の構造化の動きというのが相当広がっ

てきております。私は、これは工学が中核になっ

10 

しいとか、ウナギの産卵がマリアナ海溝の一番深

いところで行なわれているとか、そんなことはど

うでもいいという人もいるのですけれども、これ

はやはり大事なことです。ウナギの稚魚というの

は泳げないのです。ウナギの稚魚のシラスが泳げ

るようになるのは、陵地の本当に直前に来てから

で、そこまでは流れるのです。温暖化で黒潮の流

れが少し変わるという計算があるのですが、そう

なると、本当かどうかわかりませんけれども、い

ままでは日本や中国にいたシラスがインドに行っ

てしまうというようなことも考えられるo だから

やはり、そういうことは重要なのです。

この細分化にしても、多すぎるからこれだけ減

らしたのです。このあいだ「あと3つは減らす」



といったら、それが物議を醸したので、あまり l:j=r

ではいわないのだけれども、外ではいっています

(笑い)。でも、それで、不幸になった人はいません。

国際産学連携センターというのをこのあいだ発展

的に解消したのですけれども、これは生研と先端

研がリードしてひじように早い|削引につくったの

です。その当H寺は先端的なものだ.ったわけですけ

れども、いまは産学連携本音15というのを全学につ

くったわけです。だからそこに吸収合併するとい

うのは、 至極当然な話です。生研と先端研でつく

ったから教授ポストをその両方に全部返して、先

生たちも戻って、あと純増という形で文科省がお

まけをつけてくれたのがいくつかあります。それ

は、半分は努力したところに返して、もう半分は

本部がもらうという、きわめて工学的なものです

から、 1人も不幸にならないわけです。

そうしましたら、では俺も出したいというのが、

遺伝研と泣伝子の分析です。ll，(1';))のころは、遺伝

子の分析というのはたいへんなことだ、ったわけで

す。だから京大にセンターを拙初につく ったので

すが、もう全然違う時代になり|刻係がなくなって

しまった。これも、喜んで‘出れてくれたのです。

それから工学系の出温プラズマですが、この方も

喜んでつぶれてく れて、いまはこのようになって

いる。

つまり私が何をいいたいかという と、 いまここ

の構造が故適化されているわけではなく、再編成

はしますけれども、背に戻るという議論は知|の爆

発という現状を反映していない議論なのだという

ことです。

スライ ド20

東京大学の経営モデル

経済価値

知的価値 自律分程史的研究

(スラ イ ド20)私たちのいまのモデルというの

は、こういう考え方です。知識がものすごく明え

て、それが社会の価値と結びつきにくくなってい

る時代だという認i故です。フレミングがノーベル

1.'l・をもらったときには、やはり抗生物質ペニシリ

ンができたことで、化j肢で'9Eぬ人が死ななくてす

むようになった。抗生物質という知的価値が生ま

れて、ファ イザーが大もうけする。背のノーベル

貨とは、だいたいそうですよね。

ノ、ーパー・ ボッシュがアンモニアを合成して、

民業生産が上がって、鉄触媒というような知的自lIi

1n白が生まれて、 ドイツのヘキス トかワッカーか知

りませんけれども、そういうところがもうけた。

3本足のトランジスタができて、量子力学がすさ

まじい発展をして、こんな大きかったラジオが手

に乗るようなものになって、ソニーカfもうける。

そ ういっ た科学の発見や発明が人間の~lIi値と結び

ついたというのが、 20世紀が科学の黄金時代と

いわれる1つのゆえんだと思うのです。

しかし、いまはやはり追うわけで‘す。ひじよう

に細分化されています。0.1ミク ロンでもって1ミ

クロンの深さの穴を掘り、 そこにメ タルを埋める

というのはたいへんな技術で、すけれども、それだ

けで3本足の トランジスタが起こしたのと同じよ

うなイノベーションが起 きるわけではありませ

ん。これを、どうやって仰i値に結びつけるか。こ

ういうところだったら産学になるのだろうと思い

ますけれども、ここにも相当気を逃わないといけ

ません。大学というのは優秀な教授を集めて、基

本的にはその人たちに勝手にやってもらうという

構造を失ったら、企業とは追うブレークスルーの

穏はやはりできないのです。ここにそういう構造

を使うわけで、す。というのは、先生たちも大きな

梢iむを見失いますから、そこに逆回りがついてい

るのです。一方向だけではなく、逆回りがあるこ

とで、自律分散的に、みずからの磁信に基づいて

研究する先生たちの研究に、人間にとっての価値

が反映していくという梢造をっくりたい。そのた

公共価値 | めに、いろいろなことをやっております。細分化
した学術 と社会の複雑化 したニーズと りlします

学術(細分化)と社会(複雑化)をつなぐ か、そういうものとのギャップをつなぐというの

が、大学にとっていまは不可欠だろうと思ってお
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ります。

スライド21

構造化され進化する教科書

(スライ ド21)たとえばどんなことをやったかで

すが、これはほんの一例です。結構いろいろなこ

とをやっています。つい最近、われわれが3年が

かりでやったとてもいいことの1つは、生命科学

の教科書:をつくったことです。他大学の助太万も

いただき、浅島副学長がヘッドになって、最初に

10人ぐらいのグループで、理工系に進学する18

歳、19歳の人たちの教科書をおととしっくりま

した。それから去年、生命科学に進学する人たち

に、この一番厚い本格的な教科告:をつくりました。

そして今年の3月に、 『文系向けの生命科学jと

いうのをつくりました。

これをやっている過程でおもしろかったのは、

これはみんなトップの先生たちがやったわけで‘す

けれども、先生たちでも間違っていたということ

です。優秀な先生たちというのは、俺は知らなか

ったとか、俺は間違っていたということがいえる

のです。「やって、とてもよかった」と、書いた

先生たちがおっしゃっていました。いまの生命科

学のスピードはそれぐらい速いわけで・すよね。だ

から、いまの段階ではこれは世界で一番いい、構

造化された教科書だと思います。だけれども、ど

んどん進化してしまうわけです。それに応じて、

これは全部をITで実証してあって、 こいつを

Wikipediaのように、みんなが直すという形をと

っていく。ライセンスとか、だれが直せるかとい

ったような構造はもちろん必要ですけれども、 自

然と進化していく教科告:にしたいと思います。

12 

いったんこれができてしまいますと、いろいろ

なことができると思うのです。たとえばいま高校

の先生、あるいは小学校の先生だ、ってたいへんで

すよ。小学校高学年の子供になったら、遺伝子に

ついて聞いてきます。読んで、、質問する。でも、

先生方はなかなか答えられないですよね。そうい

うときに、先生をサポートするツールにしていき

たいと思うのです。

また、うちの大学の医学系というのは、ひじよ

うに競争が激しいのです。彼らには、 生物をとら

ないで、大学に入ってくる人たちがとても多いので

す。というのは、優秀な者には物理!と化学のほう

が点をたくさんとれるからです。そうすると、生

物をとらずにきた り、工学には物理をとらずに入

ってくる人がいる。生物と化学で入ってきてしま

う人が、相当出ている。

それでまた補習とかといった話が出るのです

が、そんなことはしません。いまは、ゲーム感覚

のツールができているのです。クリアしなければ、

医学部には進学させない。私はそれで、いいと思う

のです。自習する、自習させるツールだけはこっ

ちでつくる。もちろん、 DVDに入れたものです。

そういう環坑はつくるけれども、補習などはしな

い。私は基本的には、こういう形でいきたいと思

っています。物理のものもつくる。それをクリア

しなければ、 工学部のこことここには進学させな

い。建築はいいけどなどといったら、だめですか

(笑い)。

スライド22

(スライド22)もう1つ、 「学術情|蹴講義Jとい



rj望想の教科書{保i量者
周)Jなど、 「教育コンソーシ

アムJが開発した保蟻者向
け学習ツールにアヲセスし、

子どもの学習を支熔.貌も
教育に参画。

うのを始めました。まだそんなに、すごくいいと

いうわけでもないのですが、大学:に入りたての人

たちにいきなり細かいことを教えない。ただし、

先端と誕離させないように、学術の地図のような

ものを教えるということで講義しています。第1

回目は小柴先生が、 宇宙はどうやってできたかを

講義された。その次に、元素はどうやって増えて

きたか。それから物性論ですけれども、原子がく

っつくと個体になったり分子になったり して、ど

ういう'性質になるか。そして最後に私が、人間は

どんな物質をどのようにつく ってどう使っている

かという話をやりました。物質の科学のような、

14回の講義です。

それから社会の形成についてですが、生命科学

はできがよくないのです。一生懸命注意をしたの

ですが、浅烏先生と肢川先生というすは‘らしい、

ノーベlレ貨をとってもおかしくない先生たちがや

るのだけれども、やはり自分の話をしてしまって

生命科学にならない。先ほどの、文系のための生

命科学の教科告:をっくりましたから、あれをベー

スに生命科学の術|蹴講義をつくり直そうというよ

うに、いまいっております。

また哲学も全然だめで、 6人の先生が勝手に自

分のことをしゃべった。哲学はそれでいいのだと

いう説もあるのですけれども、私は大学に入りた

ての学生に哲学を教えるというのは、自分はこう

スライド23

[lJIl想の教科磐{教師用)Jや、 教

員研修教材など、『教育コンソー
シアムJが開発した教育コン子ン
ツを，舌用して、より効果的なi霊祭
のために.独自に研究。

基本を1甲さえた冊子とリンウしたWeb版の
「理想の教科書Jで‘興味に応じてどんどん_，. 
弓じ'~'.. 

大学発教育支媛コンソーシアム

スライド24

「教員型車成l教員研修l研究」を相互に連鰐させつつ行う大学等
の協同によるバーチャルな機備

多篠な免許取得コース

l ~…人等) J 
半年、夜間etc

教員養成部門

/ ~ 
研究部門 教員研修部門

学材・カリキュラム・防法 51 1 2 
|現i易情報 I ___ ぺごご~

|最新の構造化「知J I 仁旦堕塾旦J

考えるがし、まの全体はこうなっている というよう

な哲学の講義をすべきだろうと思うので、これも

何とかっくりかえたいと思ってお ります。

(スライド23、24)教育コンソーシアムという

のは、教育に対する、先ほど申し上げた生命科学:

のような トップレベルのコンテンツです。あとは

ITがありますから、それで表現を上手にすれば、

高校の先生のツールにもなるし、小学校の先生の

ツールにもなる。あるいは、父兄がいろいろ勉強

するためのツールにもなるというような考えのも

とに、いまやっております。

(スライド25次頁)20世紀というのはやはりす

さまじい股紀で、 地球が小さくなった、知識があ

まりに大きくなったという ことがありましたけれ
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スライ ド25 ます。こういうものが、 今後の商品になっていく

イノベーション

社会システムが変化すること

ex.在宅医療
温暖化産業

大学発教育支援コンソーシアム

バイオマスエネルギー

リサイクル産業 ・

ども、パラダイムが変わるのだろうと思うのです。

そしていま、新しい社会のシステム、モデルをつ

くっていく必要があるのだという ことが明雌にな

り、それが社会全体として要求されているのだと

私は思っております。それで、、 イノベーションと

いうことがいわれている。つまり、社会システム

がパラダイムシフ トに対応していく 。そこで、だ

れがそこのモデルづくり をしていくのか、モデル

の提案、実験をしていくのかが、rmわれているの
だろうと思っております。

(スライ ド26)そしてたとえばこの診断チップと

いうような、すごい知の結集でもって、少ないj血

液、速い時間で全部分析ができるのです。原理的

にはそうですし、事実、相当開発されだしており

でしょう。

(スライ ド27)これは北森先生からもらってきた

スライドで、細かく書いてありますけれども、ひ

じようにいいとのことです。人間ドッグに行くと、

ブスっと刺されて5ccとられますけれども、これ

はマイクロリットルですよね。蚊の針のような、

1-5マイクロリ ットルで分析できて、述いので

す。

(スライド28、29次頁)さまざまなアレルゲン

の分析などができるようなチップが、すでに|羽発

されてきております。前立腺がんと大腸がんの2

つは、 JIJl液で、マーカーでiJ!IJ定できるようになっ

ておりますね。いまは分析に50時IIIJ、2日ぐらい

はかかるため、がんの結果というのは人1/1]ドッグ

をやって数日たってからしか送られてこない。け

れども、これでやれば30分で分析ができる とい

うよ うなものが、もう本当にできているのです。

これができるようになると、 革命が起こると思い

ます。

(スライド30次頁)つまりいま、医療技の問題

とか後期高齢者の問題というものがありますが、

あれの何が間違っているかというと、医療費を

30兆円に抑えようという発想がそもそも|間違っ

ている。医療費というのは、いま一番1111びなくて

はならないもので、 GDPがイ11'びることの相当部

スライド26

診断チップ(医療問題に答える技術)

1.無痛針製作 6.健康マーカー測定

Na"K+.Ca'，pH、p02，pC02少、

4.血液分離 ぞ 令竺jJ昔£Tιお山山;斗誌誌説す五孟ヰぷぷJrL2話首rrr
、42γγ「ア42rr「「レげ叶一一ア汗t一チにかニむン

Oびi二 ii3生体適合性
υ三 v

遠心分離用
U字型キャピラリ

5.電気浸透ポンプ

2.チップ製作技術(石英・PET)

もっと社会システムヘ

14 



分は医療費です。30兆円が100兆円になるという

ことが、私は日本のGDPカ~{Iþ びることだと思い

ます。問題は、あと70兆円をどうやって払うか

ということです。先生方だったら、やはりお忙し

いから「ちょっと前立腺がんがJなどといったっ
て、なかなか病院に行かないではないですか。奥

さんにいわれて、もうしょうがなしに行くかとい

う感じです。だけれども、こういうものでできる

なら、やはり数千円でチップを買ってやりますよ

ね。

(スライド31次頁)いまはカルテの屯子化など

についても、まさに昨日の知の構造化センターの

若い人たちがすごいことをいっていま したが、 カ

ルテがどんどん電子化されて、その後ろにゲノム

の情報も接続されるわけで・しょう。たとえば、!]ili

がんにはイレッサがものすごくいいのですが、 実

際は全体の3分のlの人にはものすごく効くけれ

ども、残りの3分の2の人には効かなくて、一部

の人はJ!ili炎を起こして亡くなってしまう。

では、どうやってその3分のlの人を見分ける

スライド27

11日 lm'o(.M!aJ:J山 mG…Analsis Systems仙Ii1.DII
(cancer aller ，heart disease， etc~ I 

崎

'Assay lime : day， hour 

'Serumvolume :O.1-1mL ー-+

'Operalion : specialist 

'Price : more than 100k$ 

'User huge hospital 

l m∞E山

Micro ELlSA chip 

Protocol 

Cross section 

昨lIn，sec Nowail 

1・5μl No pain 

public 

less Ihan 10k$ 

personal 

スライド28

1 Mi…nnel 
200μm 

Delection 

鴫

1. Caplure anlibody 2. Sample 3. Detection anlibody 4. Subslrale 
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スライド29.蜘minationof Cancer Ma附川.
Example : olon cancer 

r-fAssay timei-一、
ELISA PIA. on chlp 

50 h 
(2 days) 輔副争 30 mln 

.PIA: Photothe町nalimrnunoassay 

0.01 0.1 1 10 100 
CEA In serum (ng/ml) 

スライド30

[ Pe的r悶[;DJ∞lil陥1旧a仰 ed Rem附Oω 附 ω側ωtω e創側V川i比rlI:lI 

~同区間ιぷp、;司、

-"'-.~~'-

Personal information 

Inner structures 

ゴ雲言語霊長一

↓ ，4'JFe 

か。迂l:伝子で見分けることができるというのが、

中村祐輔さんなどの最近の実験ですよね。ここに

ゲノムがついていれば、相当部分は30兆円の外

でやれるわけで‘す。そこに、大きな産業ができる。

こういうシステムをどのようにつくろうかという

のが、いま日本がやらなくてはならないことで、

30兆円にするためにどうやって安くさせようか

というよ うなことばかりやっているからだめなの

です。全体の設計をきちんと出していくのが、必

要なのだろうと私は思います。

16 

Chemical 
process 

Optical 
detection 

Data 
processmg 

(スライド32)ただ、大学もいっているだけでは

なくて、 笑|祭にやらなくてはいけません。そこで

東大は、柏に3つ自のキャンパスができてござい

まして、そこで街の中での実験をスタートしてお

ります。

(スライド33)日本は間違いなくものづくりの得

意な国で、これは今後も継続すべきことなのだろ

うと私は思っているのです。けれども問題は、こ

のあとイ可をつくっていいかわからなくなってしま

ったということです。いままでは鉄をつくればい



Fヘ

~ 

スライド31

在宅診断システム

医療費は伸ばす、それが成長

スライド32

[拍鎌国際キ川スタウン l
世界の知が、

社会の参加を得て、

キャンパスと街で実験を行いつつ、

21世紀の社会モデルを創造する空間

いとか、テレビをつくればいいとかやっていたの

だけれども、このあとパラダイムシフトを起こし

て社会が変わっていくかもしれないときに、ヨー

ロッパは一生懸命規格をつくってしまおうとして

いるわけです。キャップ・アンド・トレードなど

というのでやってしまおうとか、世界の大学にグ

リーン度でランキングをつけてやってしまおうか

とか、土俵づくりをしようとしているわけです。

私はやはり、だれがどういう土俵にするのかが

大事だと思うのです。日本の日の丸飛行隊がジャ

ンプであれだけ圧勝しでも、スキーの長さを身長

に比例するだとか、彼らはルールを決めてしまう

わけです。普から、そうではないですか。私が記

憶しているのは、 1956年のメルボルンオリンピ

日本の競争力

強み:ものづくり大国

スライド33

弱み:何を作ったらよいのか分らない

生活が目標を決める

=高齢化社会、持続的社会 etc. 
具体像をつくることが競争力の源泉

ハリウッドだった!

ツ夕、古川勝、吉村昌弘の金銀メダルです。競泳

の200メートル平泳ぎで、 150メートルぐらいで

負けていたって、最後に50メートルぐらい潜っ

てしまって確実に勝つというものでした。ところ

が、そのあとすぐに潜水が禁止になりましたよね。

古川がメダルをとれるようになったら、一度でも

頭が沈んで、はいけないといわれて、古川は金メダ

ルをとれなくなったわけで、す。

やはり土俵をだれがつくるかというのが大きく

て、いまはまさにパラダイムシフトに向かつて土

俵づくりをするときです。そのときに大事なこと

は、生活の目標だと私は思うのです。ものづくり

の目標というのは、結局インフラにしろ、ものに

しろ、家にしろ、今後どういう生活をするのかに
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よって決まってくる。それは高齢化社会と持続的

社会ということだと私は思いますけれども、そこ

をどうやってつくるのか。

20世紀というのは、ハリウッドだ、ったと思う

のです。アメリカンドリームの、あの生活をしよ

うよという時代でした。日本も、ヨーロッパのか

なりの部分も、象徴的にいえばハリウッドのよう

な広くてプールのある家を目指してやってきて、

破続したわけです。今後の目標は、持続型であり、

活気ある高齢化社会をどうやってつくるかという

ことだと私は思います。だから、ここをやらなく

てはいけません。

(スライド34)そのために、いま柏で社会連携の

プロジ‘ェク トを、 千葉大学、柏市、千葉県、それ

スライド34

柏社会連携プロジェクト
.駅前研究室

・オンデマンドパス・自転車共用利用・
ベロタクシー実験・LRT情想
-柏の菜キャンパスシティITコンソーシアム
.柏ジエロントロジープロジェクト
・十卸ジムプロジェクト
・ほのぼのプロジヱクト
-ケミレスタウンプロジェクト
.柏の菜診療所
・柏の葉銭灸院
・柏エコ・ライフイノベーションプロジェクト

から産業ではキッコーマンの茂木さんがヘッドに

なり、 三井不動産が手伝ってという感じで、 一生

懸命やっているのです。そのlつとして、都市工

学の北沢研究室が駅前に研究室を設置、常駐して、

市民と話をしております。都市工学が研究室に沈

思黙考してどうなるのだと叱l時激励を飛ばしまし

て、ほとんどの人はいうことを聞いてくれません

けれども、勇気のある人が駅前に出るわけです。

それから、オンデマン ドパスとかベロタクシー

とかというものの実験をしております。

またキヤンノTスシティITコンソーシアムとカヘ

ジ、エロン トロジーはご存じの方もおられるかと思

いますが、高齢化、加齢学です。これは秋山先生

という女性の先生がおられて、世界のハブになり

つつある強いグループがこの数年間でできていま

す。秋山先生自身がジエロント ロジーで、もう

30年やっておられる先生です。

十坪ジムというのは、小林究道さんという、駒

場のスター教授がつくられているジムです。この

人のつくったマシンを使うと、 100メー トルを15

秒ぐらいで走る人が、 1秒以上本当に述くなる。

体育の講義が半年間で終わったときには速くなる

という、彼はテレビにも何度も紹介されている名

物教授なのです。その人が、自分が年をとったか

らだろうと思いますけれども、高齢者が楽しく連

動のできる坊として、柏に十坪ジムというのをあ

スライド35

柏国際学術都市(サステナブル都市)

2030年までに35%削減

18 

活気ある持続型、高齢化社会モデルの構築

Axis of campus and green Vegetation network Bicycle road network 

多様性ある人類社会モデル構築のため

大学は社会と共に大胆な実験、検証を行う



ちこちにつくっているのです。ここで本当に運動

をして、和船をこぐ運動というのが筋肉にひじよ

うにいいのだとか、脳にはこれがいいのだとかい

ってやっております。

ほのぼのプロジ‘ェクトというのは、大武美保子

さんという機械工学の若手のエースが行なってい

るものです。彼女は石井先生の故後のドクターで、

三十数歳とお若いのですが、研究員は全部社会人

で、 一番若い人が65歳です。

ケミレスタウンプロジ、エクトは、千葉大学の実

験です。

それから、柏の葉診療所、柏の葉鋪灸院も千葉

スライド36

東大サステイナブルキャンパスプロジェクト

2012年までに C02 15%減

2030年までに 50%減

実験30%、冷暖房30%、照明20%、その他20%

できる!

大学がイノベーションを先導する

大学のものです。千葉大学は東洋医療にひじよう 冷政庫、冷凍庫ということで、これならできると、

に強いところで、こんなことをやっています。 大学でイノベーションを先導するといって、いま

(スライド35)そこではサステイナピリティー、 一生懸命やっております。

それから高齢化社会のモテソレづくり、社会づくり

の実験をするという位世づけですから、柏のここ スライド37

全体を何とか特区にしてくれといっています。成

功しかかっても最後に潰れるということのないよ

うに、何とかならないかと思っているのです。こ

れはうちが進んでいますけれども、世界の大学と

連携してやっております。なぜかというと、いま

はグローパリゼーションの時代で、われわれが恐

れなくてはならないのはユニフイケーションだと

思うからです。何でもかんでも、スターパックス

だのなんかばかりになってしま ってはいけない。

地域の大学というのは、それぞれ地域の文化とか

気候とかを代表している面がありますので、やは

り大学がやろうということで、スイス工科大学と

か、イエール大学とか、オーストラリアナショナ

ルとか、北京大学とか、相当のところが一緒にや

ろうというように、いまいっております。

(スライド36)東京大学では、 2012年まで、にC02

をどうやって15%減らすか、 2030年までにどう

やって50%減らすかという、アジェンダをつく

るコミットをいたしました。 こ~1.はキ目当カ、けて、

東大でどのようにエネルギーが使われているかと

いうのが、ようやくかなりの精度で把握できたの

です。そうしたら、実験が30%ぐらいと、意外

と少ないのです。ですから、普通のオフィスと、

そうべらぼうには追いません。冷暖房が30%、

照明が20%です。その他の中で一番大きいのは

小宮山エコハウス:アジアの家

|太陽電池:3.6kW

!エコキュート:COP=4 

|高断黙:K=1.6 W/m'K 

|結露しない! ! ! 

て亡三~

|エネルギーネット消費:8割減 |

要素技術の融合には実験が速い

(スライド37)これは私も家でやっていまして、

私の家はお~iiJ減 ら しました。 6年前に家をJìてか

えることがございました。

(スライド38次頁)それまで電気と都市ガスと

ガソリンを使っていましたが、 C02削減に一番大

きいのは断熱ですよね。断熱をやって、エアコン

を取りかえて、ヒートポンプの給湯にして、太陽

電池を入れました。ほかにも小さいものがありま

すけれども、それでエネルギーネット消費量がだ

いたい半分になって、太陽電池でそのうちの6剖

ぐらいを供給するので、 8剖ぐらい減っておりま

す。さらにハイブリッドカーに買いかえて、この

ガソリンの部分が3分のlになった。そこから、

去年冷蔵庫を買いかえたのですが、ここはまだ実
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スライド38

小宮山の私生活からのCO2は8割削減した!

エコハウス

断需品

エアコン
電気 ヒートポンプ給湯

太陽電池

都市ガス

ガソリン

J、ィブリッドカ一也山由

1M 
R 

1990-2001 2002-2004 2005-2007 2008-

20800 kwh 5090 kwh -4000 kwh 

験していないので予想値です。計算によれば、プ

ライベートの生活で'C02の排出を8剖ぐらい減ら

しています。

これはとても大きいことで、いま日本のC02 ì~ílj

減の政策で一番間違っているのは、減らしにくい

製鉄とか、要するにものづくりのところだけでや

ろうとしているところです。実をいうと、その

53%が家庭とオフィスと運輸です。そして運輸

の8剖は、自家用車です。要するに、半分以上が

ここなわけです。ですから、ここのところをやら

ないでいるのは大間違いなのです。

(スライド39)私は悪いことをしていませんし、

しかも大学の先生ですから、皆さんより貧しい。

それで・も、 377万円のアディショナルなコストで、

毎年31万円分のエネルギーを削減できる。私が

計算したときからガソリンがだいぶ高くなって、

このあとおそらく 電気代も上がります。これだと

12年なのですけれども、たぶん8年ぐらいで元が

とれてしまうのではないかと思っています。値上

がりを期待しているわけで、もないのですけれども

スライド39

エネルギーとコストの収支

事項 コスト103￥ 利得 % 103￥ 

効事改善

断熱 1.4w/m2K 750 

エアコン cop4 。
43(sum) 140 

ヒートポンプ給湯 610-120(補助金)

冷蔵庫 5(未確認)

J、ィブリッドカー 679 13 60 

再生可能エネルギー

太陽電池 3.6kw 2360 -360(補助金) 19 110 
風力

ライフスタイル

3770 81% 310 

20 



~ 

F 

(笑い)。

スライド40

アジアに位置するメリット

1 エコハウス

2 都市(廃棄物、巨大都市構造)

3 ゲノム医療

4 ロボット

5 漁業・・・

自らの課題解決がアジアモデルをリード

(スライド40)アジアに位置するメリットという

のは、気候とか文化が比較的近く、たとえばゲノ

というのは、本当に大きな産業です。サブプライ

ムローンなどは、住宅産業ですからね。

2050年日本の電力構成

原子力発電 40% 

自然エネルギー 40%
水力発電 8% 

太陽電池 16% 

風力発電 8% 

バイオマス発電 8%

火力発電 20% 

スライド42

システムモデルとしてのビジョン2050

(スライド42)これは、 2050年の日本の電力構

ム医療などという話を申し上げましたけれども、 成についてです。

中村さんのほうでも明確にゲノムはアジア人同士

のほうが近いということなので、日本で開発した

ゲノム医療というのは、アメリカで開発したゲノ

ム医療よりもアジアに入りやすいというのは確実

です。小宮山エコハウスというのは、スウェーデ

ンハウスよりは上海に入りやすいはずであります。

そうした意味で、日本が自分で自分の答えを出

すことが、成長するアジアをリードする。私は、

これがアジアと仲良くするということの、一番い

いやり方なのではないかと，思っています。

スライド41

膨大な温暖化対応産業が待っている

断熱 3倍 x エアコン効率 3倍

=冷暖房エネルギー 9分の1

家庭の電力消費の20%
東大の電力消費の30%

アジアの住宅産業

(スライド41)膨大な温暖化対応産業というの

は、いまやればできるのだと思います。住宅産業

スライド43

CO2ゼロエネルギー安定供給システム

エネルギー資菰
原子力 40% 
自然エネルギー 40% 
{火力鍵電 20%) 

平準化按術
潟水発電
エコキュート
ヱコアイス
プラグインハイブリッド
沼気自動.

輸送制御技術
パワーデバイス
グリッド按街
直i1.t送電

文明はここに向かう

(スライド43、44-47次頁)ここらあたりの資

料で、私はアジアもとてもおもしろいと思います

し、鉄の循環システムの資料もございます。

(スライド48次頁)日本の環境対応とか、エネ

ルギー効率とか、いい点を最初に挙げたわけです

けれども、世界においてこの国が好き、嫌いとい

うのを、 BBCがここ3年ぐらいあちこちで調べて

いて、図のように日本はカナダと並んで54%の

好感度で1位です。ネガテイブなのがカナダより

少し多いのですが、このほとんどはお隣の園、中

国と韓国で、これらを除くと日本の好感度は世界

で1位です。
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スライド44

アジアでのエネルギー用米開発

さとうきぴ
(ブラジル)

とうもろこし
(アメリカ)

アジアのバイオマスは米
太陽エネルギーは1万倍

エネルギーは食腐の10倍

バイオマス.米6億トン

1トン9平岡、右治5万円

3織作で3期作より低い砲事

収量3僑lこL.2期分は書取量米

水圏は符続可能

遺伝的改良品種でさらに治産も

アジアのホ回線作織を禍よ

スライド45

システムが先、要素技術はその次

鉄の循環システム

蓄積量 スクラップ
1995年 100億トン 3億トンl年
2050年 300億トン 10億トンl年

融解は還元の25分の1

経済原理でリサイクルされている

人工物の飽和と資源の枯渇

スライド46

鉄鉱石

5億トンl年
2億トンl年

私は、インドに先々週行ってまいりました。イ

ンドはいま、日本で留学生のボイドになっており

22 

米(アジア)

Aklyoshl Sakoda (IIS/UT) 

スライド47

すでに資源大国

鉄、アルミニウムはリサイクルされている

貴重な元素が、世界生産の数年分蓄積されている

金鼠元素のリサイクルシステムを作れ

必要な要素筏術の開発を急げ

海外にあるなら買え(基終主要素は不可欠だが)

システムが要素技術に優先する時代

まして、東京大学には2，500人の官学生がいるの

ですが、インドからの留学生は京大に13人しか

いないのです。これはおかしいというので日本全

体を調べてみると、いま日本には11万人の留学

生がいますけれども、 インドからの留学生は500

人しかいません。日本中で、 インドからの留学生

というのがボイドです。

IITに7つのキャンパスがあって、そこと交換

のアグリメントを結ぶために行ってきたのです

が、そこで聞いたのは、インドで一番知られてい

る外国はやはりアメリカなのだということです。

それで二番目が日本、宗主国であったイギリスは

すでに3位です。そして一番好きな固というと、

圧倒的に日本だそうです。だからインドが、宗主



~ 

スライド48

世界における日本の印象
Vio輸倍。fCoun位槌抱l'lnfluonco
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磁路

叡翻
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騒翠謡審議

区翠窓翠
路慈劉

E'Pn味Ii))lJi琵主主l
t告訴!jj'ad孟Dtl，i的，%1)普i

E主乱事啄U1習が羽

織ぬ話路総量損

益盗塁t!帯法主主総苦手掛j

多照:

BBC World Services poll 
"Israel and Iran Share Mosl Negative 
Ratings in Global PoU" (2008/3/7) 

高官おzm225誠な:;!L，

国がイギリスだからとか、英語の国だからアメリ

カに行くのはしょうがないのだとか、そんなこと

をいうのはうそです。

もちろんわれわれは、英語だけでやれるコース

を、もうすでに25もっております。だけれども、

それだけの必要はないと向こうの人がいうので

す。企業がインドの人たちを現地で雇うのに、日

本語教室をやっておられるのが結構成功している

らしいですが、要するに留学生用に向こうで日本

語教育をやれば、日本語を勉強して日本に入って

議論をしています。もちろん悪いことはたくさん

あるし、スイスのIMDなどは、日本は弱いとい

う。 弱いということを、すぐに書くではないです

か。弱いということは書かれるけれども、こうい

うのは出ないです。

(スライド50次頁)それから、これはパリステクノ

ロジーのLeadingHigher Education Institutions 

です。ハーバードが1位で、東京大学が第2位で

す。こういうのは、新聞に絶対出ないでしょう

(笑い)。

くる人たちもたくさんいるという。だからもちろ 東京大学は、タイムズで去年18位に落ちたの

炉 ん両方なのですが、ただ国際化するために、英語 でしたかo タイムズばかり注目して、その上、落

の教育を増やすというだけで考えていく必要は全

くない。確かに、ほとんどのアジアの国に行った

って、台湾はもちろんですけれども、インドネシ

アだ、って、タイだ、って、ベトナムだ、って、ひじよ

うに親目的ですよね。こういういい点がたくさん

あります。

(スライド49次頁)それからイノベーションに

ついてですが、日本はイノベーションが後れたと

いわれているけれども、このエコノミストの調査

報告ですと、イノベーションインデックスは日本

がl位です。特許の何とか制度だとか、これは要

するに、政府はあまりよくやっていないけれども、

ともかく 1位だという結論なのです。そんなに力

を入れていないのに、何でうまくいくのだという

ちたときしかいわないでしょう。北京大学が上に

いったというのは、皆さんたぶんご存じでしょう

が、北京大学は今年30位か、あそこから外れて

います。というのも、だれがみても、またどうい

うインデックスからしても、東京大学が北京大学

に抜かれているはずがありません。それで東京大

学は、今度17位に上がったのかな。

というようなことで、これはひじように偏見を

もった見方ですけれども、これをみていただけれ

ば、ベスト 10のうちの5つがフランスですから

(笑い)。私は、これが先進国のピヘイピアだと思

います。タイムズにランクされて、あるいはニュ

ーズウィークにランクされて、何でそんなことで

一喜一憂しなければいけないのですか。私は日本
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スライド49

Innovation index (Economist Intelligence Unit) 
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スライド50

Leading higher education institutions (Paris Tech) 
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でランキングをやってもらおうかと思ったのだけ

れども、かえって悲くなるのではないかと思って

やっていないのです。

(スライド51、52)ともかく、そんなにJEぃ言古ば

かりではないと思います。

(スライド53、54)私が申し上げたいのはここで

ありまして、資源が乏しい、人口官度の高い先進

国というのが地球の未来像であって、課題もある

けれども、われわれは実績もも っている。 だから

「謀題解決先進国 『日本JJにもっていく。そのー

24 

端として、医療の例とか二酸化炭素と関連した新

しい産業とかということを申し上げたわけで・あり

ます。私はこれが日本の世界史的な役割だし、本

質的な競争力の源泉だろうと考えております。

li5r:初に申し上げたとおり工学のことはほとんど

お話ししなかったのですが、いまの話をお1mきい

ただければ、なぜ工学の時代かは自明のことだろ

うと思います。どうもごri引偲ありがとうございま

した(拍手)。

司会者小宮山先生、本当にありがとうございま



スライド51

社会システムが制約を受ける時代に入った

地球の有限性

知識の細分化

情報技術革命

グローパリゼーション

システム選択の幅の減少

スライド52

21世紀社会モデル

/一
も々
ん
U
A
U

相国間E学術書宮市
サステイナピリティ
高齢社会

理想のo:.敏育
教育コンソーシアム

した。たいへんすばらしい、われわれの将来を指

し示 していただいたようなご講演だ、ったとjLLいま

す。本来ならば皆さんからいろいろご11111]をお受

けしまして、先生にお答えいただきたいのですが、

たいへん残念なこ とにこの会場の次の予定もあり

ますので、質問はなしとさせていただきます。お

許しください。

スライド53

課題先進国日本

資瀬が乏しい、人口密度の高い先進国

地球の未来像

課題も実績もある

課題解決先進国「日本」になる

日本の世界史的役割かつ競争力の源泉

工学の時代

スライ ド54

小宮山宏

「課題先進国」
日本

2007年9月10日発売中央公論新社

幸いなことに、小宮山先生は後ほどの懇親会に

もご出席いただけるということでございますの

で、懇親会の席で、直接いろいろと野|広に接するこ

とができるのではないかと存じます。改めて大き

な拍手で、おー送りしたいと思います(満場拍手)。

本日はありがとうございました。

一一了一一
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